６　長和田及び長瀬川の合戦
吉川元春羽衣石城　　　ついで同年８月、吉川元春は兵８千を以って出雲の富田城を出発し、八橋に陣をしき羽衣石

攻略に向う　　　　　に向かおうとした。東西両軍がだんだん兵力を増強して来たことを見ると、羽衣石が相当堅城視されていたことが察せられる。由良の城将一条清綱は、元春の８千という西軍の威風におそれをなし、退却して羽衣石に入ったのは無理もないことであった。

　　　　　　　　　　　元春はこの月１３日、進んで茶臼山に本陣を構え、杉原盛重・嫡子弥八郎元盛・次男又次郎景盛を先EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぽう),鋒)とし、兵２千５００をつけて羽衣石に向かわせる戦略を立てた。一方南条方は８月１０日の夜襲で、毛利元経をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),逐)い本城羽衣石を奪回したとき、多量の糧食・兵器・弾薬等を占領し、郡郷の百姓どもと喜びあう中にも、かねて兵備を急ぎ、各所にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とりで),砦)を設けた。（伯耆民談記参照）

南条方の備え　　　　　長和田表には殊にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(へい),塀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(さく),柵)を丈夫に廻築し、森下駿河・津村長門・進ノ遠江・進ノ大和・生駒新蔵・岸田弥助ら５００人で持ち固め、栗尾妙見口には、二宮越後・大熊里正甘・富田・吉田の者ど

　　　　　　　　　　　も、埴見高野宮には、山田佐助、西表遠見の高櫓（展望台）を設け、

　　　　　　　　　　　羽衣石口景宗寺には、相賀の一類、

　　　　　　　　　　　野花尾坂（今の北山か）を切り塞ぎ、山腰には進ノ下総・進ノ帯、

　　　　　　　　　　　蝶山には、小森弾正・海老名源助・浅津・鍋谷・前沢等を置き、馬ノ山を直下に望む隊形をとり、

　　　　　　　　　　　蛇山の頂には、山田の一族、大田・中島・原・中村・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はじ),土師)・鈴木の面々

本谷（羽衣石城下の近接地）へは、豊島土佐・舎弟幸八郎・美田道鑑・山本・文腰・山崎等のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(やから),輩)を配し、

本城には、側近の南条九郎左衛門元秋を始め、広瀬出羽・河村伊折・塩谷肥前・南条彦八・酒
　井丹後・津波八郎・遠藤宅間・須田・立花・斎藤・安藤・安部・石川・四宮・一条・知足等、
　口々を固め、
池の壇には、南条与兵衛宗信に尼子・山下・清水・杉尾・沢・岡本以下を差し置き、

籠城堅固の計策をとり、すき間にも人数を出し、毛利やきたれと待ち構えた。

ここに大将南条勘兵衛元続は、舎弟小鴨左衛門尉元清・南条九郎衛門元秋・南条兵庫頭元周・

山名小三郎氏豊等「居並びて敵方に囲まれんは下策に似たり、かけ合せの勝負を決すべし」と決意し、天正８年８月１２日元春に先んじて、おのおの日下の端へ出張し（今の田後の日下ガ鼻、日下大明神のあったところという）、参謀会議を開いた結果、翌１３日早期より、日下の川（長瀬川・元の天神川）を渡って備えた。
南条氏の攻撃　　　　　先陣は山名勢６００余人、中陣は南条１千余人、後陣（予備隊）は小鴨８００余人、敵の本陣馬ノ山に向ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(とき),喊声)をあげて肉迫した。元春はこれを見て、嫡子治部少輔元長を先陣として段だんと備え、波状攻撃体制にて突きかかる。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せんぺい),尖兵)の山名は一戦に敗北して、南条の陣に崩れかかる。南条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぜい),勢)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しばら),暫)く踏みこたえ戦ったが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(あいて),敵手)は猛将吉川元春、急に士卒を下知してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つき),突)きかかったので
南条氏の退却　　　　南条・小鴨総敗軍となって、討たれるもの数を知らず、散ざんの体にて、羽衣石・岩倉の城へ引き取った。
　　　　　　　　　　　南条九郎右衛門元秋は踏みとどまって戦ったが、痛手多数負うて、すでに討たるべき所に、津
津村長門の勇戦　　　村長門馳せ来りて近ずく敵を追い払いながら、九郎右衛門を引き立て、「早々羽衣石に引取りたまへ」と勧めおき、その身は４，５０人にてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しんがり),殿)をなし、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(お),逐)い来る敵を突きEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(の),退)けつきのけ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しず),徐)しずとして引き取った有様は、まことに比類のない働きばえであった。ここに九郎右衛門は、長和田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おもて),表)までたどりついたが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(てきず),手疵)しだいにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(いた),痛)み、植木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なわ),繩)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(て),手)落馬たびたびに及び、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ちゅうげん),仲間)の小者、介抱してEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(かたわら),傍)の辻堂に入れ看病中、一方津村長門は九郎右衛門の深手を気づかい馬を飛ばして馳せて来た
南条九郎右衛門の　　のを、かの仲間は敵が追いくると感ちがいし、たちまち主人九郎右衛門の首を打落し、降人にな
死　　　　　　　　　ろうとしたので、津村長門大いに怒り、その仲間を真二つに切り放ち、馬より下り九郎右衛門が死EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(がい),骸)を取り持たせ、羽衣石城に帰ったというのである。その後村民は九郎右衛門のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(おんりょう),怨霊)のたたり
九郎右衛門の小祠　　をおそれてそこに小社を建てて、若宮大明神とあがめた。いま花見小学校の南路傍のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(しい),椎)ノ木のもとの一面に古い五輪塔が遺っているのが、その小祠のところと伝えられる。
　　　　　　　　　　　さて、また山名小三郎氏豊は、散ざんに打EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(なや),悩)まされ、倉吉の居城に帰ることができず、山中ににげ入り、因州鳴滝にたどりついたが、附き添うもの小林源蔵という者ただ１人、かねて知りあ
山名氏豊の最後　　　いの百姓家に１泊し、教えられるままに八葉寺より間道をえらび、鹿野方面へ向かおうとするところをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(どこう),土寇)長田肥前に間道の登り口で取り囲まれ、多勢に無勢で敵し得ず、恨みをのんであえない最期を遂げた。いま八葉寺村の入口のあたり、谷川を境えて左の五輪塔、法EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(きょう),篋)印塔群の中の墓
山名氏豊の墓　　　　地に、山名小三郎氏豊の墓という自然石墓があり、１００メートルほど相向いの右の山すそに長
長田肥前の墓　　　　田肥前の墓が相対してあるのは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひにく),皮肉)でもあり、哀れでもある。
　　　　　　　　　　　吉川元春はこの機に乗じ、羽衣石城を攻め落とそうと軍議したけれども、吉川方も戦死傷者は多く、やむをえず所どころの警備を申しつけて芸州へ帰陣したのである。

青谷町に山名氏豊　　　山名氏豊の霊は後年鳴滝村（青谷町）に新八幡宮としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつ),祀)られて現存し、村民は山名の紋所入

を祀る　　　　　　　りのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぼん),梵)鐘を寄進し永く伝えていたが、大東亜戦争中供出の厄にあってしまった。氏豊の従者小林源蔵の霊は、鳴滝八幡宮二ノ宮としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(まつ),祀)られ、その子孫は京都市上京区に現住して系図を伝えている。（註、系図写本は筆者所蔵）

　　　　　　　　　　　この天正８年の戦いに繁をいとわず南条方の部署に多くの武士の名前をあげたのは、この中に
南条家臣の名前　　　は南条同族はもちろん、小森・岸田・津村・広瀬らの本来の老臣武士の外に、河村・浅津・岡本など初見の名前が多くでており、このあたりの南条領下のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ひかん),被官)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(た),田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(つくり),堵)などの百姓頭が、土民を徴発してこれを率いて参加したものであろう。その中には腕の鳴る野EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ぶし),伏)も交じっていたであろうが、武士のみが参戦したにしては兵力が多過ぎる観がある。またこの時代は、武士のみが戦い一般百姓はこれを傍観するという世の中ではなかったと思われるし、家を焼かれ稲を焼かれた土着百姓の困窮もまた思いやられる。

　　　　　　　　　　　一将功成り万卒枯る。の例えのとおり、所EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せん),詮)は法や将軍の権威なき室町幕府末期の戦国乱世の中に、我われの祖先はよくも生きぬいたものである。この時代における地方の社会・経済史的資料は発見されておらず今後に問題は残るわけである。

